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論 文 内 容 の 要 旨

 研究の目的

 静脈系血行路再建の困難性は，静脈系の特異性状であ

る低い静脈内圧，緩徐な血流速度，非薄な静脈壁の性

状，および適切な移植材料の欠如の諸因子から移植後に

誘発される早期血栓形成，晩期吻合部狭窄による閉塞が

原因である．著者は生体内に広く分布している燐脂質と

してのLecithinsが界面活性作用を有し血活の界面活性

を左右している事実に着目し，その生合成過程におけ

る前駆物質であるCytidine diphosphate choline（以下

CDP cholineと略す）の投与により血清の界面活性作用

の上昇を図り，静脈移植に際し生ずる早期血栓形成を阻

止せんと試み，その可能性を検討した．

 研究の方法

 基礎実験はWilhelmy型Surface tens三〇n balanceお

よび0．29荷重計を用いてヘパリン加犬血清のCDP

chQline添加前後における動的ならびに静的界面張力の

変動を追求した，

 動物実験は雑種成犬60頭を用い，テフロン製代用血管

移植による腎静脈下部下大静脈完全置換術を施行し，

CDPcholinおよびethylene diamine tetra acetic acid

を投与し，移植後3週までの開白率を静脈造影ならびに

剖検により，非投与群と比較し，その早期血栓形成阻止

効果を検討した．さらに移植術施行前後における静脈

圧，血流量，ならびに出血，凝固時間，溶血の右無を検

索し，また内膜による移植代用．血管内壁の被覆状態を追

求した．

 研究の成績

 1） 血清の動的および静的界面張力の測定より CDP

cholineの添加によって血清の界面活性作用が著明に上

昇することが判明した．

 2）Lecithinase Cで血清の界面活性を低下せしめた

のちCDP cholineを添加すると， CDP choline自体は

界面活性作用をもたないにもかかわらず血清の界面活性

が上昇し，活性の高い界面活性物質の新生が認められ

た．

 3） このような強力な界面活性作用を有する血清中で

血球膜の破壊すなわち溶ゴロが生ずるか否かを追求したが

10－5×2molのレベルで血球膜はCDP cholineの添加

により膜構造の変性を認めなかった．

 4）CDP choline投与によって生じた並エ液の界面活

性作用の上昇が血栓形成を阻止する効果があるか否かを

検討するため，代用血管移植による犬の腎静脈下部下大

静脈置換実験を行い，CDP cholineを投与し移植代用亘猛

管の開存性を検索したが，移植後3週までの観察期問で

非投与群では25頭中わずか4頭の開存をみたのみで他は

すべて血栓形成による閉塞を生じたが，CDP choline投

与群では23頭中20頭と80％以上の高率な開存率がえられ

た，

 5）なお，静脈圧，血流量にはCDP ch・line投与に

よる影響がみられず，出血，凝固時聞の延長，溶血など

の副作用は認められず，また組織学的検索でも内膜の新

生過程は良好で移植後3週までの期間に宿主静脈より伸

展したな思われる内皮による移植片の被覆がみられた．

 結論

一653一



30

 これらの事実は，CDP cholineの投与が静脈移植に際

して生ずる早期血栓形成の防止に充分効果があることを

立証し，代用血管移植による静脈系血行路再建の有力な

補助手段となりうることを示唆するものと思われる．

論 文 審 査 の 要 旨

 静脈移植では早期血栓形成のため成功率が低い．初音は工ecithinsが血清の界面活性を左右している事

実に着目し，その生成過程における前駆物質であるCytidine diphosphate cholineの投与により，血清の

界面活性作用の上昇をはかり，これによって早期血栓形成を阻止しようと試みた．動物実験で予期通りの

結果を収めた．血管外科における極めて重要な研究で，学位に値すると考える．
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